





論 文 題目 統計学的手法を用いた投影法と心理特性に関する研究
第 1章 「はじめに」
本章では、本研究の背景と目的について述べ、論文の概要について述べる。
第 2章「心理検査における投影法」
分野 ・
印
本章では、準備として、本研究の分析対象となる心理学における心理検査法について概観し、さま
ざまな心理検査法について紹介しながら、その中でも投影法の位置づけについて述べる。
第 3章 「心理査定」
本章では、本研究の意義を明確にすることを目的として、心理臨床実践における心理査定の必要性
について触れ、親察法や面接法と同様に心理査定において重要となる心理検査の重要性と問題点につ
いて述べる。
第4章 「バウムテストの解釈手法」
本章では、本研究で用いる投影法の一種で描画法でもあるバウムテストに関するこれまでの研究を
概観し、従来のバウムテストの解釈手法とそこから導き出される個人の心理特性について述べる。
第 5章「TATの解釈手法」
本章では、本研究で用いる投影法の一種であり、パーソナリティ検査に属するTATに関するこれま
での研究を概観 し、従来のTATの解釈手法とそこから導き出される個人の心理特性について述べる。
第 6章 「Y-G性格検査」
本章では、本研究で用いる質問紙法の一種であり、個人のパーソナリティ傾向を測定するY-G性格
検査の概要について述べる。
第 7章 「DIPCA.3」
本章では、本研究で用いる質問紙法の一種であり、アスリートの心理的競技能力を測定するDIPCA.
3について述べる。
第 8章「既存手法の問題点」
本章では、これまでの心理学研究および投影法についての問題点に触れ、本研究の目的について述
べる。
第 9章 「テキストマイニングとクラスタリングによる分析」
本章では、 KHコーダーによるクラスター分析を用いたアスリートが自身の競技に対して持つ態度傾
向について分析し、アスリートにとっての怪我を受傷することの重大性とそれに対するメンタルトレ
ーニングに必要性について述べる。
第 10章「画像技術を使ったバウムテストにおける画像解析と共分散構造分析」
本章では、各種心理検査の結果をもとに共分散構造分析を用いて、アスリートが持つ心理特性と競
技能力の関係性についてのモデルを提示する。また、従来から指摘されていた投影法使用者の主観や
測定誤差を低減することを目的として、バウムテストの分析にあたってば情報工学的な知見に基づい
た画像解析の技術を用いた測定方法の試みについて述べる。
第11章「まとめ」
本章では、まとめとして第 9章、第 10章から得られた本研究の結果と今後の課題について述べる。
